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東海地域の観測点の座標時系列(黒丸)と計算値(赤線)

時間依存のインバージョン

国土地理院
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推定すべり分布
（2022-01-01/2026-07-15）

観測値(黒)と計算値(白)の比較
（2022-01-01/2026-07-15）

モーメント時系列(試算)

GNSSデータから推定された東海地域の長期的ゆっくりすべり(暫定)
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*それぞれの期間のモーメントの時間変化を、横軸を重ねて示している。

S. Ozawa, H. Munekane, H. Suito, M. Kuwahara, GJI (2025)
＊それぞれの期間の累積のすべり量を等値線で示している。
＊黒破線は、沈み込む海側プレート上面の等深線。

:2000-01-01/2004-09-01
:2013-01-01/2018-01-01
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:2000- Ozawa et al.(2025)
:2013- Ozawa et al.(2025)
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累積すべり分布及びモーメント計算範囲

モーメントの時間変化

非定常地殻変動から推定される累積すべり分布及びモーメントの時間変化（暫定）

国土地理院
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プレートの沈み込み方向と平行な方向の
変化を示している。

すべり量(カラー)及びすべりベクトルは
水平面に投影したものを示している。

推定したすべり量が標準偏差(σ)の3倍
以上のグリッドを黒色で示している。

東海地域の長期的ゆっくりすべり

各グリッドにおけるすべりの時間変化　時間依存のインバージョン

国土地理院
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